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1965（昭和40）年頃の北洋サケマス漁船の出港風
景・中之作港＝永山銀一氏提供

一
九
五
〇
・
六
〇（
同
三
〇
）年
代

の
上
空
か
ら
撮
影
し
た
永
崎
海
岸

と
江
名
鉄
道
＝
比
佐
不
二
夫
氏
提

供
事
業
が
進
み
、
一
九
四
〇
（
昭
和

十
五
）
年
に
地
方
港
湾
に
指
定
さ

れ
、
漁
業
で
発
展
し
、
北
洋
サ
ケ
・

マ
ス
漁
な
ど
の
遠
洋
漁
業
を
担
う

多
く
の
船
舶
の
拠
点
と
な
っ
た
。

対
す
る
中
之
作
港
は
、
江
戸
時

代
は
貨
物
の
集
散
港
と
し
て
栄

え
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年

の
旧
国
鉄
常
磐
線
の
開
業
に
伴

い
、
貨
物
輸
送
を
主
事
業
と
す
る

商
港
か
ら
、
漁
港
へ
の
転
換
を

図
っ
た
。

戦
後
、い
わ
き
地
方
の
漁
業
は
、

「
沿
岸
か
ら
沖
合
へ
」「
沖
合
か
ら

遠
洋
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、高
度
経
済
成
長
期
も
伴
い
、

大
規
模
化
、大
船
団
化
が
進
ん
だ
。

江
名
町
出
身
で
、
現
在
も
江
名

に
住
む
六
十
代
後
半
の
男
性
は
、

「
い
わ
き
だ
け
で
な
く
、
日
本
中

か
ら
船
団
が
集
ま
っ
て
、
大
変
に

ぎ
や
か
で
し
た
。
近
隣
の
学
校
が

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
で
演
奏
し
て
、
北

洋
へ
出
漁
す
る
船
団
を
送
り
出
し

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
、

振
り
返
る
。

江
名
港
は
現
在
、
い
わ
き
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
の
折
り
返
し

地
点
と
な
っ
て
お
り
、
大
漁
旗
と

地
元
学
校
の
演
奏
な
ど
、
大
船
団

を
見
送
っ
て
い
た
か
つ
て
の
面
影

が
垣
間
見
ら
れ
る
。

終
戦
後
に
百
八
十
二
万
ト
ン
ま

で
減
少
し
た
日
本
の
漁
獲
高
は
、

七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け

の
大
合
併
期
に
近
隣
の
江
名
村
、

中
之
作
村
、
永
崎
村
、
下
神
白
村
、

上
神
白
村
の
五
村
で
成
立
。江
名
、

中
之
作
の
両
港
が
中
心
と
な
っ

て
、
輸
送
業
、
漁
業
が
盛
ん
な
村

だ
っ
た
。

江
名
港
は
大
正
末
期
か
ら
修
築

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年

の
い
わ
き
市
合
併
以
前
、
旧
磐
城

市
に
参
加
し
た
江
名
町
は
、
明
治

今
回
は
、
漁
業
の
拠
点
と
し
て

発
展
を
遂
げ
た
、
江
名
、
中
之
作

港
と
そ
の
周
辺
地
域
を
た
ど
る
。

２
港
が
産
業
を
け
ん
引

漁
業
の
発
展
と
衰
退
の
歴
史

旧
磐
城
市（
江
名
・
中
之
作
編
）
（中）

―2―いわきを辿
たど

る！
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大漁旗、バンド演奏などでにぎわいを見せるいわきサン
シャインマラソン大会の江名港

いわき再発見シリーズ⓲

て
一
千
万
ト
ン
超
と
世
界
一
の
規

模
と
な
っ
た
。

し
か
し
、同
時
期
に
進
行
し
た
、

漁
業
水
域
を
二
百
カ
イ
リ
内
と
す

る
「
二
百
海
里
問
題
」
が
影
響
。

ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）

な
ど
の
大
国
に
よ
る
水
産
資
源
の

保
護
政
策
、
日
本
船
籍
の
漁
船
の

締
め
出
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
燃
料
高
騰
、
食
文
化
の
変
化

に
伴
う
需
要
減
な
ど
も
あ
り
、
漁

業
の
衰
退
が
始
ま
っ
た
。

多
く
の
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
っ

た
永
崎
海
岸
も
震
災
と
津
波
の
影

響
で
廃
止
。
こ
う
し
た
な
か
、
中

之
作
地
区
の
古
民
家
を
利
用
し
た

ス
ペ
ー
ス
「
清
航
館
」
を
利
用
し
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
が
続
く
。

ま
た
、
市
は
「
い
わ
き
常
磐
も

の
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
常

磐
沖
水
産
物
を
推
進
。
沿
岸
、
沖

合
漁
業
の
振
興
を
図
り
、
漁
港
の

合
併
前
夜

―
江
名
・
中
之
作
編

（
一
部
い
わ
き
市
の
資
料
か
ら
）

1966（昭和41）年10月1日、5市4町
5村が大同合併して誕生。64年3月に常
磐・郡山地区が「新産業都市」に認定さ
れるまで、各市町村が協議会を設立し
て活動したことが契機となった。面積
は1,232㎢で、市としては2003年まで
国内最大、県内の約9％を占める。工業
出荷額は例年、東北で1、2を争う。人
口は昨年11月1日現在、32万1,184人。
1997年に中核市指定

い
わ
き
市

一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
の

「
昭
和
の
大
合
併
」
で
、
磐
城
市
に

参
加
し
た
江
名
町
は
、一
八
八
九（
明

治
二
十
二
）
年
の
「
明
治
の
大
合
併
」

で
、
江
名
村
、
中
之
作
村
、
永
崎
村
、

下
神
白
村
、
上
神
白
村
の
五
村
で
発

足
し
た
。

江
名
、
中
之
作
港
は
共
に
、
天
然

の
地
形
に
恵
ま
れ
、古
く
か
ら
漁
業
、

物
資
輸
送
の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
。

本
市
漁
業
の
中
核
と
な
っ
て
い
た

北
洋
サ
ケ
・
マ
ス
漁
業
は
、
戦
後

の
復
興
期
に
は
、
最
大
で
百
隻
近

北
洋
漁
業
で
活
況

く
あ
っ
た
船
団
が
、
二
百
海
里
問

題
が
直
撃
し
た
一
九
七
八
（
昭
和

五
十
三
）年
に
は
半
減
以
下
に
減
船
。

遠
洋
漁
業
中
心
だ
っ
た
江
名

漁
港
で
は
、
七
六
年
に
は
約

十
四
億
四
千
六
百
万
円
あ
っ
た
水
揚

げ
額
が
、
震
災
前
の
二
〇
一
〇
年
に

は
千
四
百
五
十
四
万
円
余
と
激
減
。

中
之
作
港
も
同
年
に
、
二
十
九
億

六
千
七
百
万
余
か
ら
、
約
十
一
億
円

と
水
揚
げ
額
が
三
分
の
一
近
く
に
減

少
し
て
い
る
。

日頃の感謝を込めて、大好きなあの方への贈り物に日頃の感謝を込めて、大好きなあの方への贈り物に

■ 本店営業時間AM8:00～PM4:00（年中無休）

www.kaneman.net
インターネットでのご注文はこちら▶

■ オンラインショップ

https://www.kaneman.net/

朝
市
な
ど
も
開
か
れ
て
い
る
。

江
名
、
中
之
作
地
域
は
、
南
北

朝
時
代
（
十
四
世
紀
後
半
）
に
京

都
か
ら
移
り
住
ん
だ
七
家
族
に
由

来
す
る
。
海
上
か
ら
入
り
や
す
い

た
め
、
一
番
先
に
開
け
た
土
地
で

あ
る
と
い
う
伝
承
が
、
大
正
生
ま

れ
の
男
性
の
証
言
と
し
て
、
同
地

域
の
調
査
報
告
書
（
武
蔵
大
学
人

文
学
部
編
）
に
残
さ
れ
て
い
た
。

磐
城
市
の
合
併
時
に
は
、
市
名

を
「
小
名
浜
市
」
と
す
る
提
案
に

反
対
し
、
鹿
島
村
か
ら
の
提
案
で

「
磐
城
市
」
が
採
用
さ
れ
た
経
緯

も
含
め
、旧
町
村
時
代
か
ら
江
戸
、

さ
ら
に
は
中
世
期
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
地
域
の
誇
り
が
残
さ
れ
て
い

る
。

（
和
）


